
　国内外での事業拡大を図っていく上で、「サステナブル調達」の推進は重要なCSR 課題であると認識 しています。近年、

当社のお取引先( 医薬品メーカー ) からCSR •サステナブル調達への協力要請を受ける事例が増加しており、各社の方針に

当社も賛同し、協力を行っています。今後は、当社からも能動的にサステナブル調達を推進するため、2022 年4 月に以下の

サステナブル調達方針を策定しました。今後、この方針に基づき、各種の取り組みに着手する予定です。

　当社は、ジェネリック医薬品の製造・販売を通じて、人々の健康と福祉および医療に貢献するとともに、持続可能な医療保険

制度の維持に寄与しています。先発医薬品の特許満了後、後発医薬品を迅速に市場へ提供する体制の構築を重視しています。

　また、生産能力の増強や生産体制の最適化を推進し、低コストでありながら高品質な製品の安定供給に努めています。ジェ

ネリック医薬品は先発医薬品と比べて薬価が低く、医療費全体における薬剤費の抑制につながるほか、患者様の経済的負

担の軽減にも貢献しています。

　こうした取り組みの進捗を測る指標として、当社では、医薬品アクセスの向上に資する供給体制を示す「新規薬価収載件

数」を採用しています。あわせて、「ジェネリック医薬品の供給による医療費削減効果（出荷ベース）」を算出し、社会的価値

の可視化と説明責任の実現に取り組んでいます。

ジェネリック医薬品新規薬価収載件数の推移

　医療技術の高度化や高齢化の進行に伴い、国民医療費は増加傾向にあります。こうした中、医療費の適正化を図るため、政府

によるジェネリック医薬品の使用促進策が推進されており、現在ではジェネリック医薬品の数量シェアは80％台後半に達しています。

　高田製薬では、ジェネリック医薬品やお薬の基礎知識の動画配信や工場見学の開催を通じてジェネリック医薬品についての

情報を提供しております。

ジェネリック医薬品やお薬の基礎知識についての情報提供

関係団体主催の研修会や工場見学への協力

　当社は関係団体主催のジェネリック医薬品に関する研修会などにおい

て製造工場視察に協力しており、ジェネリック医薬品の品質保証につい

て理解を深めていただいております。2024 年11 月27 日には、医薬品

安定供給への対応や、後発医薬品産業の現状を把握するため、当時の

福岡資麿厚生労働大臣が、大宮工場と幸手工場を視察されました。

　経営理念に基づき、お客様へ高品質な製品を供給するため、法令遵守、公正かつ透明性のある取引に努める

とともに、人権・環境などの社会的責任にも配慮した調達活動を行います。

1 － 公平・公正な取引

調達活動は国内外に開放し、公正かつ透明性のある取引を行い、特定の取引先との非合理的・反社会的な取

引は行いません。

2 － 取引先の選定

取引先の選定にあたっては、経営安定性、品質、技術力、安全性、経済合理性（価格・安定供給）、社会的信頼性、

環境への配慮等を総合的に検討することにより公平・公正に決定し、特定の取引先に有利な扱いは行いません。

3 － 取引先との関係

取引先は大切なパートナーとして尊重し、コミュニケーションを重視して対等な立場で誠実な対応を行うことにより、

信頼関係を深め、共に発展するように努めます。

4 － 法令遵守の徹底

独占禁止法、公正競争規約、下請法等の国内法令、当社行動基準、関係各国・地域の法令等を遵守します。

5 － 機密保持の徹底

調達活動を通じて知り得た情報の機密保持を遵守し、関係のない社内外の第三者へは決して漏洩しません。

6 － 人権・環境への配慮

人権尊重や地球環境に配慮した調達活動を行います。

サステナブル調達方針

ジェネリック医薬品の供給による医療費削減効果

2025年度の削減効果: 約102.3億円

2025年度取り組み実績

●廃棄物処理業者の現地確認（4件）、サプライヤーアンケート回答（2社）

●サプライヤーアンケートに関する情報収集、ドラフト作成

●EcoVadis社によるサステナビリティ評価受審（ブロンズメダル獲得）

今後の取り組み内容

●廃棄物処理業者の現地確認、
　サプライヤーアンケート回答

●サプライヤーアンケートの実施

品目名

2025年12月期：1成分3品目

ジェネリック医薬品について お薬の基礎知識 健やか情報

薬効

ラコサミド錠50mg・100mg
ラコサミドDS10%

薬価収載とは、販売が厚生労働省に
よって認められた医薬品が、厚生労
働省が定めた薬価基準(価格の一
覧表)に公定価格として記載されるこ
とです。これにより、市場への供給が
可能となります。
薬価収載の時期は、毎年6月と12 月
( 年2 回) です。

(注) ・

　   ・

(注)・当社が当該期にお取引先に販売したジェネリック医薬品がすべて市場に供給され、消費された場合を想定して算出しています。
 　 ・算出方法は、各品目の年間出荷数量に当該品目の先発医薬品薬価と後発医薬品薬価の 差額を乗じて得られた数値を合算値としています。

抗てんかん剤

品目名

2026年6月期：3成分6品目
薬効

ビラスチンOD錠20mg

ダパグリフロジン錠5mg・10mg

ペランパネルOD錠2mg・4mg
ペランパネル細粒1%

アレルギー性疾患治療剤
選択的SGLT2阻害剤
2型糖尿病治療剤

抗てんかん剤

防護服に着替えて製造工程を
視察される福岡大臣（左から2人目）

工場視察の最後に福岡大臣を中心に
関係者で記念撮影（福岡大臣 右から
3 人目、高田社長 左から2 人目）
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